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1．はじめに

本稿では，「統計革命」のインフラストラク
チャーとしてのオープンサイエンスについて，そ
の取り組みの基本理念は何であるかを論じ，心理
学界における現状を紹介するとともに，将来を展
望する。

オープンサイエンスとは，科学研究をより開か
れた活動へと変革していく運動，すなわち，より
多くの人々がアクセスでき，より多くの人々が協
力し，より多くの人々を巻き込み，より多くの
人々から信頼されるものにするための取り組みで
ある （北本， 2018）。近年，心理学界においてオー
プンサイエンスへの動きが急になってきた理由は
主に 2 つある。まず学術界全般に共通する理由と
して，インターネットの発展によって，こうした

取り組みを容易に実現できるプラットフォームが
整備されるようになり，たとえ大学や学会といっ
た研究組織のサポートがなかったとしても，研究
者自身が個人的にそれに着手できるような環境が
できたことがある。もう 1 つは，それを活用する
側の心理学界にある程度特有の問題である。ここ
数年で，著名研究者によるデータの捏造を伴うよ
うな重大な研究不正が発覚したり （e.g. Callaway, 
2011），研究結果の再現性の低さが問題にされた
り （Open Science Collaboration, 2015） す る な ど，
社会問題にまでなるような数々の事件が発生し，
科学としての信頼性を再構築するための積極的 
施策が急務とされるようになった。そのうち重 
要な 1 つが研究の透明性 （transparency） と開放性 

（openness） の確保であり，具体的にはオープンサ
イエンス（特にオープンデータとオープンアクセ
ス） の試みである。心理学界には，psychologyʼs 
renaissance とまで言われるほどにドラスティック
な変化 （Nelson, Simmons, & Simonsohn, 2018） が
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求められるような，良くも悪くも，オープンサイ
エンスの必要性が強く認識されるようになってし
かるべき現状があるということである。

ここでは，心理学界でどんな問題が起こったの
か，またそこに根強くあると考えられる研究実 
践上の種々の問題 （questionable research practices; 
QRPs） について詳しく述べることはしない（そ
れらについては， 例えば本誌 59 巻 1 号「心理学
の再現可能性」 特集号所収の池田・平石 （2016），
あるいは樋口・藤島（2018） などを参考にされた
い）。本稿で詳しく述べるのは，心理学界がそれ
らを踏まえた対応策としてどのような試みに着手
しているのかである。また，オープンサイエンス
はこうした現状の問題点の解消のみを目的とする
ものではなく，科学にこれまでにない新たな展開
をもたらしうるものである。こうした点について
も論じる。既に始まっているサービスや諸学会の
対応について，なるべく現時点（2018 年 1 月）
で最新のものまで紹介するが，国際的にはほとん
ど日進月歩と言ってもよい状況なので，すぐに情
報としての鮮度は落ちてしまうだろう。このよう
な潮流がある （あった）， という目でお読みいただ
きたい。

2．インターネットと科学の出会いと融合

前節の定義にあるとおり，オープンサイエンス
という用語は，科学を「開かれた」ものとするた
めの多面的な活動を複合的に表現したものであ
る。ここでまずもって重要なのは，オープンサイ
エンスが，社会のインターネット化に伴う科学の
新しい形であるということである。そこにはイン
ターネットのもつオープン性が強く反映されてい
る。インターネットとはネットワークを形作る情
報通信技術（例えば，電子メール，ウェブ，ファ
イル転送など）の総称であるが，その大きな特徴
は，仕様がすべて公開されていることである。
オープンな技術であることで，多種多様なネット
ワーク間の通信方式の差異が緩和され，相互接続
が可能な状態が維持されている。こうした特徴を
もつインターネットと科学が出会うことにより，
従来の科学研究の諸プロセスを包摂するだけでは
なく，さらに拡大させる 4 つのルート― 1） オー
プンアクセス，2） オープンデータ，3） データ中

心科学，4） 市民科学 ―でオープンサイエンスが
進行し始めた。ここではそれらをより具体的に理
解するために，武田（2018） の論考に沿って概略
を述べる。日本あるいは世界各国で国家的課題と
して言及される際（e.g. 内閣府，2016） の「オー
プンサイエンス」は前 2 者を指すことが多いが，
武田 （2018） はより俯瞰的に整理している。なお，
制度面，技術面におけるオープンサイエンスの基
盤については，本特集号の大向（2018） をご覧い
ただきたい。

2.1　オープンアクセス
オープンアクセスは，インターネット上で論文

などの学術情報を誰でも無償で自由に利用できる
ようにすることである。学術雑誌の出版が印刷媒
体のみに限られていた頃，論文はそれが掲載され
ている雑誌を購入している図書館に出かけるか，
複写を依頼して送付してもらう以外に閲覧の手段
がなかった。また，serials crisis（雑誌の危機） と
も呼ばれるほどの雑誌購読料の高騰により，その
手段も制約されるようになってきた。学術情報を
電子媒体によってインターネット上の資源とする
ことは，こうした問題を解決し，情報アクセスの
平等化が推進されるばかりではなく，研究成果の
共有と再利用が進み，学際的な研究やイノベー
ションの創出が促進され，その成果を社会に還元
する波及効果が期待される。それを「誰でも無
償」で実現することが「オープン」たるゆえんで
ある。著者が論文投稿料を支払う等の方法でオー
プンアクセスを実現するジャーナル（OA 誌） が
急増し，また著者自身が所属機関のリポジトリや
プレプリントサーバを利用することでオープンア
クセスを実現できる環境も整備されてきた。

2.2　オープンデータ
オープンデータは，デジタルデータの活用促進

である。これは学術領域のみならず，国や自治体
レベルで蓄積されている公共データの市民による
利活用という文脈（例えば Government 2.0 など）
で語られることも多い。Open Knowledge Inter-
national （2018） の Open Data Handbook は，オープ
ンデータとは表 1 に掲げた 3 点を満たすものであ
ると定義し，これらを前提としてデータの相互運
用性を重視している。相互運用性とは，多様なシ
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とする現象に関してデジタル化された膨大なデー
タの取得を可能にさせた。そうであるがゆえに，
その全体像を経験的に記述することが困難とな
り，また，理論に基づいた数理モデリングによる
分析だけではその解釈が困難となった。そこで，
前述 3 つのパラダイムを統合し，膨大な 1 次，2
次データの存在と，遍在する計算能力の存在を前
提とする研究手法としてデータ中心科学が生まれ
たのである。ここでは，研究者たちは，大量の
データが集約されたインターネット上のデータ
ベースにアクセスすることで研究を進め，それら
の統合的な成果が科学的発見に結びつく。

2.4　市民科学
最後に，市民科学（シチズンサイエンス）の普

及，つまり科学研究の場そのもののオープン化が
ある。市民科学とは科学への参加を専門の科学者
以外に広げ，これまでになかった新たな科学を作
り出すことやその成果を指す （保坂，2018）。例
えば，多くの一般市民が研究者や研究機関と連携
してデータの収集や分析に参加するような動きが
拡大しつつある。市民科学には，研究活動への貢
献以外にも，市民の科学への関心を高めたり，科
学コミュニケーションを促進したりといった，
様々な効果が期待されている。職業科学者という
立場が確立した 19 世紀以来，その研究成果が学
術的に認められるプロセスは，専門家たち以外を
排除する形で進められてきた。研究成果は論文に
まとめて雑誌に投稿され，査読を経て掲載された
ものだけが業績としてカウントされる。査読によ
る採否は社会的な有用性という観点ではなく学術
的な価値で判断されるため，専門の科学者だけに

ステムや組織が共同で作業を進められることを意
味し，オープンデータの場合は，多様なデータ
セットを組み合わせて混ぜて使えるということ 
を表す。Open Knowledge International は， これを

「「バベルの塔」を回避する」という表現で比喩的
に説明している。「バベルの塔」とはすなわち，
大量のデータセットが存在しているのにそれらを
組み合わせて真の価値を持つ大規模なシステムを
作れない状態に陥ることを指す。いくらデータ
セットが大量に公開されても，それら同士のコ
ミュニケーションができなければ知の塔を構築す
る作業はいつまで経っても終わらない。そうなる
ことを防ぎつつ，より優れた知見を生み出すため
には，オープンデータこそが必要だという主張で
ある。

2.3　データ中心科学
武田（2018）は，オープンサイエンスの普及範

囲は，こうした従来の科学的手続きやその所産の
オープン化に留まらないと指摘する。まず，研究
手法そのもののオープン化である。科学自身がデ
ジタル化・インターネット化することにより，既
存の研究手法が洗練されると共に，新しい研究手
法が生まれることになった。これが科学の第 4 パ
ラダイムとしての e-Science である （Hey, Tansley, 
& Tolle, 2009）。第 1 の経験科学（自然現象を解明
する科学），第 2 の理論科学（理論構築的な科学），
第 3 の計算科学（複雑な現象をシミュレーション
により予測・再現する科学）に続く第 4 のパラダ
イムは，data centric science（データ中心科学）と
も呼ばれる，いわゆる「ビッグデータ」の科学で
ある。インターネット技術の普及は，探求の対象

表 1　オープンデータの条件（Open Knowledge International（2018）より引用）

条件 説明

利用できる， そしてアクセスできる
データ全体を丸ごと使えないといけないし，再作成に必要以上のコストがか
かってはいけない。望ましいのは，インターネット経由でダウンロードでき
るようにすることだ。また，データは使いやすく変更可能な形式で存在しな
ければならない。

再利用と再配布ができる データを提供するにあたって，再利用や再配布を許可しなければならない。
また，他のデータセットと組み合わせて使うことも許可しなければならない。

誰でも使える
誰もが利用，再利用，再配布をできなければならない。データの使い道，人
種，所属団体などによる差別をしてはいけない。たとえば「非営利目的での
利用に限る」などという制限をすると商用での利用を制限してしまうし「教
育目的での利用に限る」などの制限も許されない。
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最終版原稿（final draft） を研究者自身のウェブサ
イトや関係する機関リポジトリで公開することを
認めるケースも増加しつつある。これにより，一
定の条件下でオープンアクセス化が実現される。
また，OA 誌も多数あり，そのうち多くは著者が
掲載料を支払うことによって維持されている。ま
た，購読契約が必要な従来型の学術誌において
も，一定期間（embargo）経過後に無料公開され
たり，著者が掲載料を負担することでオープンア
クセス化できたりする場合もある。

また， ReserachGate （https://www.researchgate.net/） 
や Adademia.edu（https://www.academia.edu/）など，
学術系ソーシャルネットワーキングサービス

（SNS）と呼ばれるサービスに，登録者が自らの
論文やワーキングペーパー等を登載して，オープ
ンアクセスを実現させているケースも数多く見 
られる。例えば池田・平石 （2016a） の「追加的
ノート」は ResearchGate で公開されており，デ 
ジタルオブジェクト識別子 （doi） も付されている

（池田・平石，2016b）。
しかし，当然ながら営利目的の学術出版社とこ

うしたオープンかつフリーのサービスのせめぎ合
いの様相もあり，大手学術出版社や学会が連合し
て前述の ResearchGate を訴える事案も発生してい
る （Chawla, 2017）。これに応じた ResearchGate が
2017 年 11 月にオンラインに掲載していた論文の
うち，出版社の権利を侵害していた約 170 万本 
の論文へのアクセスを制限するという処置を講 
じたことも報じられた（Matthews, 2017）。一方，
OA 誌では著者が高額の論文出版加工料（Article 
Processing Charge; APC） を負担しなければならな
い場合もあり，これの高騰化が研究者間の格差を
招くことが危惧されてもいる。ビジネスとして出
版を行う以上，どこかからその費用を捻出する必
要があり，これまではそれが読者からだったのが
著者からになっただけだ，というわけである。
オープンアクセスを前提とした成果公開のあり方
について，出版社と著者の間で新しいルールの策
定と共有が進みつつある段階であると言えるだ 
ろう。

日本国内においては，多くの心理学系学術誌は
学会が刊行元となっており，電子媒体はたいてい
J-STAGE（https://www.jstage.jst.go.jp/） を利用して
公刊されている。それらのほとんどは冊子体の刊

よって行われる科学はとかく社会から遊離しがち
である。市民科学はこうした風潮を食い止める役
割を期待されている。市民科学的な活動は例えば
天文学のような領域においては以前から存在・活
用されていたが，その場がインターネット化・デ
ジタル化されることは，その発想そのもののオー
プン性を強化する仕組みとして機能している。

「ユ ー ザ 参 加 型 研 究」 を 謳 う ニ コ ニ コ 学 会 β
（http://niconicogakkai.tumblr.com/） などがその典型
例である （林，2015）。

2.5　「研究＝データ」サプライチェーンの成立
以上，オープンサイエンスを構成する 4 つの要

素について述べてきた。「オープン」というキー
ワードの下に，各要素が必然的に連携して発展し
つつあるのがまさに現代の科学の姿である。従来
の科学研究において，データ生成（収集）はある
個別の研究の中で完結する，ある意味でブラック
ボックスであった。収集されたデータが「社会」

（各研究の外）に出されることはまずなく，研究
と社会との接点は，先行研究の文献調査と，ブ
ラックボックスから取り出した内容の成果発表

（論文）のみであった。しかしこれからは，論文
とデータが一体化し，研究成果はすなわちデータ
生成である，という研究＝データのサプライ
チェーンが成り立ち，その過程にあらゆる人々が
関わるようになる，というのがオープンサイエン
スの発想である。

3．心理学におけるオープンサイエンス： 
国内外の動向

次に，オープンサイエンスの4つの要素のうち，
心理学界でも既に大きな進捗がみられるオープン
アクセスとオープンデータについて，現在までの
国内外の動向をレビューする。

3.1　心理学におけるオープンアクセスの現状
心理学系の学術誌は，国際的に見ると，アメリ

カ心理学会 （American Psychological Association） に
よるものを除くと，出版社が刊行しているものが
ほとんどである。それらの多くは研究機関あるい
は個人で購読契約をしなければ無料で入手するこ
とはできない。ただし，論文の掲載決定後すぐに
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et al., 2018） として強く叫ばれていることの 1 つ
がこうした情報の開示であり，これによって，第
三者が研究に関する（論文に掲載されている以外
の）情報を詳しく知ることができ，研究の信頼性
や妥当性を検証できる環境を整えることができる
ようになる。オープンデータが実現することによ
り，ある研究成果について，いつでも誰でもその
結果の再現可能性を検証したり，2 次分析に付し
たり，あるいはメタ分析に必要な情報を入手する
ことができるようになる。

心理学系の学術誌におけるオープンデータの 
実 現 は， 電 子 媒 体 で 公 刊 さ れ た 論 文 の 付 録

（supplementary material） によるものが主流であっ
た。近年では，研究プロジェクトの Web サイト
で公開されたり，Center of Open Science が運営す
るオープンサイエンスのためのプラットフォーム
Open Science Framework （OSF; https://osf.io/） など
外部サービスを利用して共有される場合もある。
ただしオープンデータを義務化しているケース 
はほとんどなく，まずそれらの実践を呼びかけ 
つつ普及を目指している段階である。たとえば
Association for Psychological Science （APS） の刊行
している学術誌（例えば Psychological Science 誌）
で は， オ ー プ ン デ ー タ の た め の 試 み をOpen 
Practices と総称して強く勧奨し，オープンデータ

（APS は，狭義のデータを公開することを Open 
Data， それ以外の情報を公開することを Open 
Materials と称している），後述する事前登録のい
ずれかを満たす論文には図 1 のようなバッジをつ
けてそれを明記している。

日本では，例えば J-STAGE に「電子付録」と
いうオプション機能がある。ただし現時点では，
日本国内の心理学系の学術誌で積極的にオープン
データに取り組んでいるところはほとんどない。
多くの学術誌が J-STAGE 等を活用して論文の
オープンアクセスは実現させているが，「電子付
録」を活用しているものはまだ見当たらない。本
稿の著者が編集委員長を務めている日本グルー
プ・ダイナミックス学会『実験社会心理学研究』
では，2017 年 10 月に投稿規程を改訂して「研究
に用いた調査票，動画，音声，高解像度の写真，
ローデータなど，本文と図表に含めるのは困難な
資料や，審査の際に有用な資料を，付録として添
付することができる。」という条項を追加し，審

行から時期をおかず，あるいは 1 ～ 2 年程度の
embargo を経てオープンアクセスとなっている。
ページ数の超過やカラー印刷など，特別な場合を
除いて著者が論文掲載料を支払うケースはほとん
どなく，刊行に際する費用の多くは会費によって
賄われているので，その対価として会員にのみ投
稿する権利を与えている場合が多い。今後はオー
プンアクセスの電子媒体のみの刊行になるもの 
も増えるだろう （2018 年 4 月現在で電子媒体を 
主としている（冊子体はオンデマンド印刷の）学
術誌には『感情心理学研究』がある）。本誌『心
理学評論』 は，2018 年 3 月に J-STAGE で電子媒
体による刊行（1 年の embargo あり） を始めた。
また，著者自身の責任の及ぶ範囲あるいは所属機
関のリポジトリにおいて個別の論文の電子媒体を
公開することは認められているので，本特集号は
特設サイト （http://team1mile.com/sjpr61-1/） からそ
れらへのリンクを張り，掲載論文を一覧すること
を可能にしている。ただし，心理学評論刊行会は
学会ではなく，雑誌刊行にかかる経費は基本的に
大学図書館や個人からの購読料によって賄われて
いる。その代わり投稿に会員資格は必要とされな
い。となれば，オープンアクセス化は単純に購読
者の減少につながるかもしれない。

こうした事情を見ると，時代の趨勢がオープン
アクセスに向かっていることは間違いなく，そう
しなければ著者にとって不利に働くこともありえ
る。しかし，これまで長らく運用されてきた学術
雑誌の出版形態との軋轢が解消されるにはまだし
ばらくの時間がかかりそうである。

3.2　心理学におけるオープンデータの現状
心理学者にとっての「データ」というと，「あ

る特定の研究目的のもと収集された，研究者が分
析対象とする情報（事実や数値の集合）」が想定
されるかもしれないが，ここで言うデータは，よ
り広義に，研究に関するあらゆる資料（狭義の
データ以外にも，研究材料（実験に使った刺激画
像，調査票に含めた項目など）や詳細な手続き

（実験の教示文や観察した行動を分類する際のカ
テゴリーとその具体例など），分析方法（変数の
作成方法や分析プログラムのソースコードなど）
を指すものとする。

心理学研究にとって喫緊に必要な変革 （Nelson 
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を個人的に公開して（図 2），公刊された論文の
脚注としてその URL を含めることをよくする。
また，社会調査のローデータと調査票を東京大学
社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ
研究センターによる SSJDA（Social Science Japan 
Data Archive） に寄託したりもしている。

オープンデータと密接な関連を持つ取り組みが
事前登録（pre-registration） である。「オープン」
という視座から表現すれば，研究目的や仮説・手
続き （取得予定のサンプルサイズ，実験デザイ 
ン，統計分析手法など）の着手前段階でのオープ
ン化，ということになろう。これらを第三者に向
けて「事前に」公開することで，「正」の研究手
続きをあらかじめ定めておくのである。OSF な
どで研究計画の内容をタイムスタンプと共に事前

査を経ることを条件としてオープンデータを勧奨
しているが，2018 年 4 月現在でまだ利用例はな
い。学術誌の体制がそうであることが示すよう
に，日本の多くの心理学者にはまだ（国際誌で明
示的に求められる場合は別として）オープンデー
タに積極的に取り組もうという意識は浸透してい
ないというのが実状であろう。

このように日本国内の心理学系の学術誌のオー
プンサイエンスに向けた試みはまだ貧弱と言わざ
るを得ず，実践は研究者の自由意思に任されてい
る状態である。制度は整備されるべきであるが，
学術誌側に制度がないからできないというわけで
はなく，オープンデータ実践の場は個人にも開か
れている。前述の OSF は個人利用ができるので，
例えば本稿の著者は，OSF で研究材料や手続き

図 1　APS が刊行する学術誌で Open Practices を実践している論文に付されるバッジ。左から順にデータ公開，研究
素材公開，事前登録が行われていることを意味する（APS のウェブサイト （http://www.psychologicalscience.org/
publications/badges）より引用）。

図 2　Open Science Framework を利用した研究者個人によるオープンデータの実践
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や教示文など，手続きに関するあらゆる資料が提
供され，参加者はこれに忠実に従ってデータを収
集することが求められ，それらもすべてプロジェ
クトで共有される。参加者ごとに独立したサンプ
ルによる追試が行われ，総数 6,344 名にのぼる
データによって再現可能性のバリエーションを 
検証したものが論文としてまとめられた （Klein  
et al., 2014）。事前登録とオープンデータの組み合
わせによって，こうした取り組みを世界的規模で
迅速に，また誰にでも開かれた形で行うことがで
きる。Many Labs の成果が大きな反響を呼んだ後， 
Psychological Science 誌 はRegistered Replication 
Reports という論文カテゴリーを新設した。ここ
では追試プロジェクトを事前審査した上で公開
し，原典の著者と密にやりとりをしながら進める
ことが可能となっている。こうした実践は，前述
した「研究＝データのサプライチェーン」 に通 
じる。

研究機関による倫理審査の次のステップとし
て，研究としての信頼性と妥当性を当該領域の専

登録することによって，その時点以降の改変が不
可能になるよう「凍結」する。

事前登録によって，研究遂行中の QRPs，例え
ばデータ分析後にその結果に合致するような仮 
説を立てる，統計的検定が有意になるまでデータ
を収集する（有意になった時点で収集を打ち切
る），相関が有意になった変数だけを報告すると
いった行為の抑止が期待される。例えば，Iyengar 
et al. （1984） のメディアのプライミング効果に関
する実験を追試した Kobayashi, Miura, and Inamasu 

（2017） は，OSF で先行研究に合わせた実験デザ
イン，および具体的な変数の作成方法や回帰分析
のモデルを事前登録してから実施している （図 3；
https://osf.io/bgk29/）。

再現可能性の検証を目的とした集合的な追試研
究に事前登録システムを導入し，インターネット
上のオープンなプラットフォームで実現している
例に Many Labs と名付けられた一連のプロジェク
トがある （例えば https://osf.io/wx7ck/）。プロジェ
クトが追試対象として選定した研究に関する刺激

図 3　Open Science Framework を利用した研究の事前登録例
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よる分析が，データを何か特定の確率モデルにも
とづく分析手法に当てはめることによって遂行さ
れるのとは異なり，どのようなモデルで表現する
かを分析者自らが決めるので，格段に自由度が高
い。言い方を変えれば，伝統的な統計学による分
析とは異なり，統計パッケージソフトウェアが提
供するコマンドに当てはめることができなければ
分析そのものが不可能，という事態にはならない
かわりに，どのような分析をしたのかを詳細に報
告する必要性が高い。となれば，確率的プログラ
ミングによって記述されたモデル（分析コード）
の公開は必須だろう。また，コンピュータの計算
速度の向上が計算量の膨大さを乗り越えさせ，プ
ログラミング言語の進歩がモデリングの試行錯誤
を容易にさせた。確率的プログラミングで用いら
れる言語には，文法さえ理解すれば数学やプログ
ラミングについての高度な知識を必要とせずその
意味を理解することができるものが多い。例えば
ベイズ統計モデリングであれば，Stan という言語
で確率モデルを記述しさえすればマルコフ連鎖モ
ンテカルロ法 （MCMC） によって自動的にパラ
メータが推定できる。つまり，分析コードとデー
タの両方がオープンデータ化されていれば，査読
者や読者が分析結果をトレースしたり，さらにア
レンジを加えた分析をすることが容易になる。

また， サンプルサイズ設計 （村井・橋本， 2018）
が，事前登録による研究計画の着手前段階での
オープン化と密接な関わりがあることは言うまで
もない。先行研究の結果等を手がかりとしてデー
タ収集開始前にサンプルサイズ設計をしておくこ
とは，特に統計的仮説検定を核とする伝統的な統
計学においては，推定の精度を保証し，あるいは
データ収集後の QRPs を抑止するための不可欠な
要素である。事前登録をするなら，収集すべき適
切なサンプルサイズとその算出根拠は必ず含める
べき情報となる。

さらに，前述したとおり，統計モデリングは分
析の自由度が高いが，その代わり計算量が膨大で
多くの試行錯誤を必要とする場合が多いので，
オープンデータを多くの研究者が「よってたかっ
て」解析することがよりよい研究成果のために効
果的である。こうしたオープンデータ解析は，発
想としてはデータ中心科学に近く，R Markdown，
Github などのツールを活用して実施され始めてい

門家によって事前に認められることを目的に事前
登録を行うためのシステムが，事前審査付き事前
登録制度である。この制度では，これまでの論文
は研究が終了してから学術誌に投稿されるもの
だったのを，データ取得以前に投稿することを求
める。つまり，研究者は事前登録の内容を投稿
し，それが審査される。審査を通過したらその内
容が学術誌によって公開される。その後実際に
データが収集され，事前の計画に沿った分析結果
がどのようなものであろうと，その成果がその学
術誌に掲載される。つまり，従来生じがちだった

「仮説を支持する結果でなければ掲載されにくい
ので支持されなければお蔵入りさせる」という公
刊バイアスをなくす方向に働く。この制度を導入
している学術誌は Center for Open Science のウェ
ブサイト （https://cos.io/rr/#RR） にリストされてお
り，心理学系のものもいくつかある。

事前登録は研究実施前にその計画を詳細に公開
することにほかならない。前述した追試プロジェ
クトのような目的の下であればともかく，新しい
研究について事前登録をすれば，それを目にした
同業者が研究を 「横取り」 して先に成果を挙げて
しまうリスクはゼロではない。例えば OSF では，
事前審査中は非公開とするオプションが設けられ
ているが，それでも審査者という第三者に実施前
の計画を提示することにはなる。事前審査付き事
前登録制度は，当該研究者コミュニティ内で「私
の仲間たちは横取りなどしない（できない）」と
いう信頼（ないしは，安心）が共有されているこ
とで成り立つシステムではある。

4．「統計革命」とオープンサイエンス

本稿で「インフラストラクチャー」と副題をつ
けたとおり，こうしたオープンサイエンスの潮流
は，本特集号で主に扱う様々な「統計革命」と密
接な関係にある。例えば，心理学のデータ解析に
おける新しい潮流を正当に評価するために，オー
プンデータは必要不可欠である。

清水（2018） を皮切りに，特集号所収の多くの
論文で採り上げられている統計モデリングでは，
データが何らかの分布から発生しているというア
イディアのもと，確率モデルをデータに当てはめ
て現象の理解と予測を試みる。伝統的な統計学に
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明確かつ具体化することが強く求められる。その
手続きとして事前登録は有用で，その段階で審査
を受けることができればより精緻化される。これ
は探索的研究を制約したり排除したりするもので
はなく，どこまでの範囲の分析が検証的で，どこ
からは探索的か（つまり今後の検証が必要とされ
るか）の線引きを明確にすることが重要だという
主張である。研究に区切りがついてから遡及的に
その過程をオープンにするのは困難だという以前
に単純に QRP となる可能性が高いことは，人間
には認知バイアス （例えば後知恵バイアス） があ
ることをよく知っている心理学者なら当然理解で
きるはずである。

そして，研究成果が論文として公刊される際に
は，データや関連資料も同時に公開して，自分の
研究は何のために何をしたものなのかをできる限
り明確かつ具体化する。オープンデータにより，
その研究の展開可能性は拡大する （とはいえおそ
らくロングテール現象が生じるのでほとんどの研
究は展開しない可能性の方が高い）。ここで重要
なのは，その際の実施者を選ばず，むしろ見知ら
ぬ誰かにいつでも始めてもらえるようにしておく
ということである。展開があればその研究もオー
プンデータとなることで，研究＝データのサプラ
イチェーンがより密に繋がっていく。

最後に，科学研究を専門家だけの特権にしない
ことも意識したい。オープンサイエンスは知の生
産者と知の消費者の関わりを密にし，将来的には
両者の境界をなくす試みである。そして心理学は
本来，科学知と日常知が近くあるはずの学問領域
である。常にその生態学的妥当性の確保が懸案と
されながらも実現が困難であり続けてきたよう
に，課題解決を科学者だけでするのは難しいこと
もある。市民科学の導入は，それを助けるだけで
はなく， より実り多い知見を導くかもしれない。
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